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第10次漁業センサスの概要�
　
第
十
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
が
平
成
十
年

十
一
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
、こ
の
結

果
概
要
が
本
年
八
月
三
十
一
日
に
公
表

さ
れ
ま
し
た
。�

　
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
、

沖
縄
県
、各
市
町
村
と
の
協
力
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。�

　
本
県
に
お
け
る
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、本

土
復
帰
後
の
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日

に
実
施
し
た
第
五
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
を

初
回
と
し
、今
回
の
第
十
次
漁
業
セ
ン

サ
ス
は
六
回
目
と
な
り
ま
す
。�

1.

海
面
漁
業
の
生
産
構
造
�

　
漁
業
経
営
体
数
、動
力
漁
船
隻
数
及

び
漁
業
従
事
者
世
帯
の
動
向
�

�○
漁
業
経
営
体
数
は
、三
千
六
百
四
経

営
体
で
前
回（
平
成
五
年
、以
下
同
じ
）

よ
り
百
四
十
一
経
営
体（
四
％
）の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
�

�○
動
力
漁
船
隻
数
は
、二
千
七
百
五
十
一

隻
で
、前
回
よ
り
二
百
八
十
八
隻（
八
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
�

�○
漁
業
従
事
者
世
帯
数
は
、七
百
三
十

八
世
帯
で
、前
回
よ
り
九
世
帯（
一
％
）の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
�

漁
業
セ
ン
サ
ス�

　
漁
業
の
生
産
構
造
、就
業
構
造
、�

背
後
条
件
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、五
年
ご
と
に
行
う
調

査
で
、「
漁
業
の
国
勢
調
査
」と
も

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、調
査

結
果
は
、今
後
に
お
け
る
水
産
行

政
諸
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
漁
業
振
興
や
開
発
に
と
っ

て
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。�

獲れたばかりの魚の水揚�

クロカンパチの養殖�
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2.

魚
市
場
の
概
況
�

　
年
間
金
額
規
模
、年
間
取
扱
数
量
の

動
向
�

�○
水
産
物
の
水
揚
が
行
わ
れ
た
県
内
の

魚
市
場
は
、前
回
と
同
数
の
二
十
六
市

場
で
す
。
�

�○
年
間
取
扱
金
額
は
、一
億
円
未
満
の
市

場
が
五
市
場
か
ら
九
市
場
へ
と
増
え
、一

億
円
以
上
は
二
十
一
市
場
か
ら
十
七
市

場
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。
�

�○
年
間
取
扱
量
は
前
回
並
み
の
二
万
二

千
四
百
四
十
六
ト
ン
で
す
。
�

3.

水
産
加
工
場
�

　
主
と
す
る
加
工
種
類
別
工
場
数
の
動
向
�

�○
水
産
加
工
場
は
八
十
六
工
場
で
、前

回
に
比
べ
八
工
場（
九
％
）減
少
し
ま
し
た
。
�

�○
主
と
す
る
加
工
種
類
別
工
場
数
は
、

か
ま
ぼ
こ
が
全
体
の
五
十
四
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
�

4.

海
洋
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
・
　

年
間
利
用
客
数
の
動
向
�

�○
海
水
浴
場
が
六
十
四
施
設
と
前
回
よ

り
十
五
施
設
が
増
え
た
の
を
始
め
、各

施
設
と
も
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。
�

�○
海
洋
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
年
間
利

用
客
数
は
前
回
よ
り
大
幅
な
増
加
を
示

し
て
い
ま
す
。
�

5.

内
水
面
養
殖
経
営
体
数
�

　
養
殖
業
種
類
別
経
営
体
数
の
動
向
�

�○
内
水
面
養
殖
経
営
体
は
九
経
営
体
で
、

前
回
よ
り
四
経
営
体
減
少
し
ま
し
た
。
�

�○
こ
れ
は
、う
な
ぎ
養
殖
経
営
体
の
減

少
に
よ
る
も
の
で
す
。
�
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沖縄県においては、平成11年12月1日�
現在で実施します。皆様方の御協力�
をお願いします。�
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